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 この行動ペースに関する 2 つの法則が思考ペースにも当てはまると仮定すると、その類推に
より、 
  ①BPMが低いときよりも高いときの方が頭の回転は速くなる 




















 大阪大学に所属する学生 60名を対象に行った。性別の内訳は男性 28名、女性 32名で、平均






 本実験には音源再生機材として mp3 プレイヤー及びイヤホンを用いた。課題に対する回答は
白紙への記入とした。 
 本実験に使用する音源は音楽作成ソフトによって作成した。音源は共に 1 分間の単調なもの
であり、以下の 2つを作成した。 
  音源 A(加速)…1分間かけて BPM=80から BPM=140まで徐々に速くなっていくもの 
  音源 B(一定)…BPM=140のまま一定であるもの 
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 本実験は大阪大学内の防音設備のある実験室において行った。実験は 2016年 11月 22日から
2016 年 11月 30日の期間のうち 5日間で実施した。 
 
3-6. 実験手続き 
 実験は実験参加者最大 4名を同時に行った。 
 実験参加者を同数ずつ加速群と一定群に分けた。加速群には音源
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①無音試行 1での 3カテゴリー名でのそれぞれの平均値と標準偏差(「動物」: M=17.9, SD=3.32, 








数を、試行 1 における 3 問それぞれの平均値・標準偏差で標準化した偏差値を用いた。[図 2]
で分かることは次のような事実である。試行 1 では加速群の方が一定群に対して高い点数を取
っているが、試行 2 では加速群は一定群に逆転され、試行 3 でもその傾向は変わらず、一定群
[図 2]群別平均偏差値 
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 続いて、[図 3]は感情価、すなわち快の度合いを 1から 9であらわした数値の加速群、一定群
それぞれの平均値を表している。[図 3]からは次のような事実が読み取れる。感情価はベースラ
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 この 2つの解釈を本研究に照らして検討する。音密度の積分値は音楽 A(加速)＜音楽 B(一定)
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 音源 B(一定)の結果に着目すると、試行 1(無音)→試行 2(音楽あり)で向上が見られた。一方
音源 A(加速)では、減退が見られる。問題を複数回解くことによる上達の効果が加速群と一定群
で同じだと仮定すると、一定群よりも加速群の方が阻害の効果が大きい。 
 一方一定群は、試行 1(無音)→試行 2(音楽あり)→試行 3(無音)がほぼ均等に増加している。
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